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コルE ttm h  e Learlu lg 活用推進プロジェクトチ
ーム

コルE SU A4A c ttanla■g 企画実施担当

要 旨 :2007年度に当院において開講した コ加E 並取臥 伊Lcal■IIIg の39コ
ースについて, 修了率な

どを過去の結果と比較して報告するとともに, 今後の問題点を検討 した システム導入後 3年を経過

し, 運用は順調 となりつつあるが, 修了率, コースの内容, 受講対象者の範囲設定など, なお検討を

要する課題も多 く, さらなる有効活用を図っていくことが肝要と考えられる

K ey wordtt e LoarninB, 情報の周知 (well―kEow■of IIIfom aatlo■), 職員教育 (educatio■of sta■l


